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概略

花きの品質を決める上で重要な形質は、「花形、花色、草姿、香り、日持ち

性」である。花の形は多種多様であり、様々な観点からいくつかのタイプに分

けられる。花の全体的な形から分類される花の相称性はいくつかのパターンが

あり、対称軸が複数ある放射相称性と１つしかない左右相称性、対称軸がない

非相称性に分けられる。花の相称性に関与する転写因子として、左右相称花で

あるキンギョソウにおいてTCPファミリーに属するCYCLOIDEA (CYC) と

DICHOTOMA (DICH) 、 MYB フ ァ ミ リ ー に 属 す る RADIALIS (RAD) 、

DIVARICATA (DIV)などが報告されており、cyc dich二重変異体およびrad変異体

で放射相称花を示すことから相称性に関与する重要な転写因子として注目され

ている。今回、シロイヌナズナ由来RAD-like遺伝子を導入した形質転換トレニア

を用いた研究やトレニア由来CYC-like遺伝子を用いた研究を紹介など、最近行っ

ている研究を紹介する。
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